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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます！ 
今までの生活で図書館を利用することがあまりなかった学生さんも、これからの学校生活では

図書館を利用する機会が増えるかと思います。本学の図書館の資料は、利用者証がなければ借り

ることは出来ません。実習やテスト、課題などの前には図書館がとても混雑します。休み時間や

授業の空き時間、放課後などに前もって利用者証を作っておく事をおすすめします。利用者証は

学生証の裏面に発行します。忘れずに学生証を持参してください。 

 

 図書館では、飲食物の持込みを禁止しています。図書館の資料が汚れたりするのを防ぐためで

す。図書館出入り口の近くにロッカーがありますので、そちらにしまってから入館するようにし

てください。図書館は、多くの方が利用する場所です。他の利用者の迷惑にならないよう、図書

館でのマナーを守るようお願い致します。  

 

資料の探し方など、わからないことがありましたら遠慮なく図書館職員にお尋ねください。必

要な資料が図書館になかった場合は、取寄せや購入リクエストも受付けています。購入リクエス

ト用紙は館内にありますので必要事項を記入し、図書館職員に提出してください。  

 

 

 

今月の特集・・・『自然で春を感じる特集』 

暖かい陽気に誘われて、自然が豊かになってきています。 

 

● 「にっぽんの花地図 神社・お寺の花と桜の絶景」はなまっぷ 著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ【291.09-ﾊ】 

 ･･･神社やお寺をメインに、花の種類ごと・季節ごとの名所が紹介されています。 

● 「首都圏から行く花のおでかけ」京阪神エルマガジン社【291.3-ｼ】 

 ･･･関東を中心に花の名所と、近隣の食事処が紹介されています。味覚でも春を感じられます。 

● 「万葉歌とめぐる野歩き植物ガイド 春～初夏」山田 隆彦 著／太郎次郎社エディタス【472.1-ﾔ】 

 …万葉集で詠まれた植物を植生別に紹介しています。どこに行けばどんな花が見られるのか、丸わかりです。 

● 「花と草木の歳時記」甘糟 幸子 著／ＣＣＣメディアハウス【470.4-ｱ】 

 ･･･それぞれの季節ごとに顔を見せる草木が紹介されています。 

● 「世界史を大きく動かした植物」稲垣 栄洋 著／ＰＨＰエディターズ・グループ【471-ｲ】 

 ･･･その存在が、人類史を動かした。歴史を語るうえで最重要な植物たちを紐解きます。 

● 「身近にあるうまい雑草、ヤバイ毒草」森 昭彦 著／ＳＢクリエイティブ【471-ﾓ】 
 ･･･身近な草のうち、おいしいもの、毒持ちで食べられないもの、毒はないがおいしくないものに分けて 

  紹介されています。 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

●●編集後記●● 

不安定な気候ばかりで温かい春の訪れが待ち遠しくなる中、いよいよ新学期になりました。 

新入生の皆さんは、いよいよ大学生活が始まります。慣れるまでは大変かと思いますが、ぜひ学生生活 

を楽しんでください。そして、なにか困ったことがあれば、ぜひ図書館をご利用ください。図書館専用の 

ホームページも開設しています。 

皆さんに安心して利用してもらえる図書館になるように努めていますが、ご意見やご 

要望等がありましたら、館内の投書箱へ投函してお知らせください。 

次号の『図書館だより』は2026年6月に発行予定です。バックナンバーはこちら→ 

担当 加羽澤 

貸出ランキング ～1・2・3月～ 

貸出回数 書     名 著 者 名 出 版 社 

2回 暁星 湊 かなえ 著 双葉社 

2回 パパ、お月さまとって！ エリック＝カール さく 偕成社 

2回 はのいたいモモちゃん 松谷 みよ子 脚本 教育画劇 

2回 
思いやりとやる気をはぐくむ 

よみきかせ３３話 
講談社 編 講談社 

2回 だるまさんが かがくい ひろし 作 ブロンズ新社 

2回 わたしのはなし 山本 直英 さく・監修 童心社 

 

 

 

『美少年探偵団 きみだけに光かがやく暗黒星』 西尾 維新 著／講談社／B913-ニ 
 

主人公の少女・瞳島眉美は星を探していた。10年前に一度だけ見た、まばゆく輝く星。もう一度見るこ 

とを夢見て、天体観測をし続ける。14歳の誕生日になったら、宇宙飛行士になる夢と一緒に星をすっぱ 

りとあきらめる。両親との約束だった。飽き性だったはずの彼女を夢中にさせた星は、その後姿を現す 

ことなく、眉美は14歳の誕生日の夜、学校の屋上で最後の天体観測をしていた。 

 

空での探し物をする彼女に声をかける影がひとつ。彼は『美少年探偵団』の団長だと名乗った。団長の 

圧に押されながら、眉美は星探しの手伝いを正式に探偵団に依頼することに。団長を筆頭に、癖のあり 

すぎる探偵団のメンバーに振り回され、突飛な方法でありながらも星探しを手伝ってくれる彼らに、眉 

美はついていく。 

10年前のあの日見た星は何だったのか。なぜ10年も探して見つけられないのか。どうして眉美は10 

年間も見つからない星を観測できたのか。美少年たちによって、眉美と星の謎が明かされていく。 

 

推薦者 加羽澤  


